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令和２年のゴールが見えてきました。新型コロナウイルスの感染拡大、それに伴う４月から５月までの臨時休
校、新しい生活様式……昨年の今頃は予想もしなかった状況が私たちの前に立ちはだかり、「今だからこそでき
ること」「今だからこそ大事にすべきこと」は何なのかを、深く考えさせられる１年だった気がします。

11月 18日に「成美まつり」を開催しました。三密を避ける必要があったり、準備にいつもほど時間をかけら
れなかったり、様々な面で「今までどおり」が通用しない、まさに「０」からのスタートです。さあ、ここから
成美っ子の底力が試されることになります。

不安がまったくなかっとは言いません。しかし、子どもたちは私の想像をはるかに超える力を発揮しました。
６年生や児童会を中心に、「仲よしペア」でのクイズラリーを考え出したのです。今までコロナの関係であまり
できなかった仲よし班活動。それをうまく使ってみんなでクイズを楽しもうという企画は、一見ものすごく単純
ですが、実は１年生から６年生までが同じ土俵で楽しめる……という大きな利点を持っていました。準備にも時
間がかからず、少⼈数（２〜３⼈）で動くので密になる⼼配もありません。どんなときにも下を向かず、顔を上
げて前へ進んでいこうとする成美っ子の「心意気」も立派でした。

「今年だからこそ特別な思い出を！〜協⼒して笑顔あふれるまつりに〜」のスローガンどおり、令和２年度の
成美まつりは大成功を収めたのです。

さらに、「成美まつり」にはとてもうれしい「おまけ」がついていました。ＰＴＡの文化部と家庭教育学級を
中心とした保護者の方々が、子どもたちのためにバザーを開いてくださったのです。バザーのために集めた品物
の中には、子どもたちが喜びそうなものがたくさんありました。ぬいぐるみやおもちゃ、文房具、手作りのもの
やきれいにラッピングされたもの、お菓子つりも魅力的でした。「子どもたちが毎年楽しみにしているから」…
…そんなあたたかい気持ちで、快く協力してくださった保護者のみなさま、本当にありがとうございました。心
から感謝申し上げます。

子どもたちの力は無限大だということ、そんな子どもたちを支えているのは紛れもなく保護者のみなさまなの
だということを、改めて感じることができた１日でした。

令和２年度も残すところ３ヶ月半となりました。まだまだ大変な日々は続きそうですが、そんな今だからこそ
「できること」をこれからも子どもたちと共に見つけ、明るい未来に向かってゆっくりじっくり歩んでいきたい
と思います。あたたかい「地域」とあたたかい「家庭」に支えられ、令和２年のゴールに無事たどり着けそうで
す。これからも、どうぞよろしくお願いします。

健康に留意し、よいお年をお迎えください！

★成美まつり・PTA バザーありがとうございまし

た。バザーの売り上げは 10,675 円でした。（教

職員も協力させていただきました。）子どもた

ちの活動費に使わせていただきます。

★「成美まつり」「マラソン大会」と行事が続き

ましたが、たくさんの方々の御支援や応援をい

ただきました。ありがとうございました。

今年は、新型コロナウィルス感染症の拡大により、新しい生活や教育活動について考える 1 年となりました。この
ような中でも、子どもたちが生き生きと学校生活を送ることができたのは、ひとえに保護者の皆様、地域の皆様の
温かい御理解・御協力・御支援があったからであると、心より感謝申し上げます。

今後も、成美小の子どもたちのたくましい成長を願い、教職員一同頑張りますので、来年もよろしくお願いいたし
ます。皆様にとりまして、良い年となるようお祈り申し上げます。

成美まつり・PTA バザー

～令和２年度「成美まつり」を終えて～




